
　
セ
キ
セ
イ
株
式
会
社
の
西
川
雅

夫
会
長
が
、
内
閣
府
認
証
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ジ
ャ
パ
ン
　
メ
デ
ィ
カ
ル
　

ケ
ア
　
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
代

表
理
事
に
就
任
し
、
趣
旨
に
賛
同

す
る
企
業
の
参
画
を
期
待
し
て
、

次
の
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ

て
い
る
。

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

に
お
け
る
世
界
的
混
乱
は
、
日
本

で
は
第
１
波
の
収
束
を
見
せ
る
も

の
の
、
世
界
的
な
終
息
に
は
程
遠

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
状
況
下
で
、
世
界
の
潮
流
で

あ
っ
た
「
環
境
保
全
」「
貧
困
問

題
の
解
決
」「
人
権
問
題
」
な
ど

は
、
そ
の
流
れ
が
止
ま
る
ど
こ
ろ

か
後
退
す
る
様
相
す
ら
み
せ
て
い

ま
す
。 

　
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
に
は
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
考
え

方
の
も
と
、
現
代
世
代
の
幸
福
追

求
と
と
も
に
将
来
世
代
の
希
望
の

光
を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
に
、
17
の
ゴ
ー

ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ジ
ャ
パ
ン
　
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
　

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
や

民
間
企
業
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、「
運

動
・
栄
養
・
保
健
等
の
指
導
者
の

育
成
」「
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

図
る
活
動
」
を
軸
に
、「
す
べ
て

の
人
々
に
健
康
と
福
祉
を
」
普
及

す
る
、
数
々
の
実
績
を
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

　
今
後
、
そ
の
活
動
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
行
政
や
経
済
界
、
医
療

機
関
、
教
育
機
関
、
民
間
団
体
と

と
も
に
、『
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
　
Ｓ
ａ
ｖ

ｅ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
！
』

を
掛
け
声
と
し
て
、
ま
た
『
命
輝

く
デ
ザ
イ
ン
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
志
あ
る
方
々

が
知
恵
を
結
集
す
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
よ
り
、
倫
理
的

消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）
や
人
権

に
配
慮
し
た
各
種
取
り
組
み
、
技

術
革
新
の
基
盤
を
作
っ
て
行
く
た

め
の
場
づ
く
り
を
行
い
、
共
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
国
連
は
２
０
２
０
年
を
「
行
動

の
10
年
」
の
ス
タ
ー
ト
と
定
め
、

各
国
の
、
そ
し
て
我
々
ひ
と
り
一

人
の
行
動
を
促
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
我
々
は
、
次
世
代
に
対
し

て
、『
地
球
』
に
対
し
て
、
ひ
と

り
一
人
の
『
命
』
に
対
し
て
何
を

語
り
、
行
動
し
て
行
く
か
が
問
わ

れ
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
新

た
に
Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
取
り
組
み
を
行

う
活
動
の
お
声
が
け
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
で
発
言
力
が
あ
り
、
実
行
力
も

あ
る
方
々
に
限
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中

で
『
新
し
い
シ
ス
テ
ム
』
を
構
築

で
き
う
る
人
で
あ
り
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
中
に『
命
輝
く
デ
ザ
イ
ン
』

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
考
え
て
い
る
方
だ
と
信
じ
て
い

る
か
ら
で
す
。 

　
Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
得
意
と
し
て
き
た

「
健
幸
華
齢
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
正
会

員
の
筑
波
大
学
名
誉
教
授
田
中
喜

代
次
氏
提
唱
）」
は
、
高
齢
化
の

進
む
我
が
国
の
中
で
最
も
早
急
の

課
題
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
を
改

善
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
Ｉ

Ｔ
技
術
と
伝
統
技
術
の
融
合
に
よ

る
新
し
い
産
業
基
盤
の
構
築
や
、

疲
弊
す
る
小
学
校
中
学
校
の
教
育

現
場
の
改
善
、
海
や
山
を
守
る
廃

棄
物
処
理
や
資
源
管
理
の
新
し
い

取
り
組
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

『
新
し
い
シ
ス
テ
ム
』
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
必
ず
『
地
球
』

『
命
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
我
々
は
活
動
を
今
一
歩
進

め
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
活
か
し

つ
つ
、
新
た
な
分
野
に
も
乗
り
出

し
て
い
く
所
存
で
す
。 

   

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
で
、
よ
り

確
実
に
『
命
輝
く
デ
ザ
イ
ン
』
を

世
に
多
く
生
み
出
す
た
め
、
我
々

は
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
い
た

だ
き
、『
地
球
』
を
守
り
、
と
も

に
多
く
の
『
命
』
を
救
っ
て
い
け

る
活
動
に
参
画
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。【
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン
　
メ
デ
ィ
カ

ル
　
ケ
ア
　
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

代
表
理
事
、
セ
キ
セ
イ
株
式
会
社

会
長
】

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒

田
英
邦
社
長
、
大
阪
市
）

は
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
や
試
験
制
度
の
変
更
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
長
期
休
校
等
の
環
境
変
化
に

よ
り
、
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い

る
中
学
生
、高
校
生
の「
学
び
」を
、

勉
強
を
始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
く

り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め

る
の
に
役
立
つ

文
具
を
通
じ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

　
学
生
に
と
っ

て
、「
学
び
」

に
対
す
る
大
き

な
関
心
ご
と
の

ひ
と
つ
は
「
テ

ス
ト
勉
強
」。

同
社
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
で
「
テ
ス

ト
勉
強
」
と
ひ

も
づ
い
て
調
べ

ら
れ
て
い
る

キ
ー
ワ
ー
ド
に
ニ
ー
ズ
が
現
わ
れ

て
い
る
と
考
え
、
ツ
ー
ル
に
よ
る

分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

よ
く
検
索
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
キ
ッ
カ
ケ
」「
や
り
方
」「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
同
情
」
の
大

き
く
４
つ
に
分
類
で
き
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
同
社
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ツ
ー
ル
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ミ
エ

ル
カ
）
で
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
元

に
、
同
社
に
て
改
編
し
、
そ
の
中

か
ら
、
文
具
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
ニ
ー
ズ
と
し
て
「
キ
ッ
カ

ケ
」
と
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に

注
目
。
学
び
を
本
格
的
に
始
め
た

い
と
思
う
学
生
に
向
け
て
、
今
だ

か
ら
知
っ
て
お
き
た
い
、
こ
の
夏

発
売
の
最
新
の
ア
イ
テ
ム
を
紹
介

し
て
い
る
。

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
デ
ィ
プ
ラ

ン
ナ
ー
２
ウ
ィ
ー
ク
ス
罫
」（
６

月
発
売
）

　
人
気
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
デ
ィ

プ
ラ
ン
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
か
ら
登
場

し
た
、「
テ
ス
ト
前
２
週
間
」
の

勉
強
計
画
を
立
て
る
の
に
役
立
つ

ノ
ー
ト
と
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
。
見
開

き
２
ペ
ー
ジ
で
科
目
別
の
勉
強
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
進
捗
を
ひ
と
目
で

管
理
で
き
る
。
２
８
０
円
～
３
０

０
円
。

　
キ
ッ
カ
ケ
ポ
イ
ン
ト
＝
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
沿
っ
て
記
入
す
る
だ
け

な
の
で
、気
軽
に
ス
タ
ー
ト
で
き
、

勉
強
計
画
を
立
て
始
め
る
キ
ッ
カ

ケ
に
。
モ
チ
ベ
Ｕ
Ｐ
ポ
イ
ン
ト
＝

ゴ
ー
ル
と
達
成
度
を
目
で
見
て
実

感
で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。

　
テ
ー
プ
の
り
「
ド
ッ
ト
ラ
イ

ナ
ー
　
プ
チ
モ
ア
」「
ド
ッ
ト
ラ

イ
ナ
ー
　
ス
モ
ー
ル
」（
６
月
発

売
）

　
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
、

最
後
ま
で
軽
く
引
け
る
新
機
構
を

搭
載
し
た
テ
ー
プ
の
り
。
消
し
ゴ

ム
サ
イ
ズ
な
の
で
ペ
ン
ケ
ー
ス
に

も
す
っ
ぽ
り
収
ま
り
、
い
つ
で
も

持
ち
運
べ
る
。
１
９
０
円
～
６
３

０
円
。

　
キ
ッ
カ
ケ
ポ
イ
ン
ト
＝
小
さ
く

て
ど
こ
に
で
も
持
ち
運
べ
る
テ
ー

プ
の
り
で
、
思
い
立
っ
た
と
き
に

す
ぐ
プ
リ
ン
ト
整
理
す
る
キ
ッ
カ

ケ
に
。
モ
チ
ベ
Ｕ
Ｐ
ポ
イ
ン
ト
＝

コ
ロ
ン
と
か
わ
い
い
コ
ン
パ
ク
ト

な
見
た
目
で
気
分
も
楽
し
く
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
の
り
面
ま

で
か
わ
い
い
、柄
の
り
タ
イ
プ
も
。

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
　
ま
と
め
が
は

か
ど
る
ノ
ー
ト
ふ
せ
ん
」方
眼
罫
、

ミ
ニ
サ
イ
ズ
（
６
月
発
売
）

　
あ
と
数
行
が
書
き
き
れ
な
い
！

と
い
う
と
き
に
。
ノ
ー
ト
の
下
や

横
に
つ
け
た
し
て
、
ペ
ー
ジ
を
拡

張
で
き
る
ふ
せ
ん
の
シ
リ
ー
ズ
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
、
方
眼
罫
と
小

さ
め
の
ノ
ー
ト
で
も
使
え
る
ミ
ニ

サ
イ
ズ
が
加
わ
っ
た
。

　
キ
ッ
カ
ケ
ポ
イ
ン
ト
＝
ノ
ー
ト

の
取
り
方
、
ま
と
め
方
を
見
直
す

キ
ッ
カ
ケ
に
。
モ
チ
ベ
Ｕ
Ｐ
ポ
イ

ン
ト
＝
キ
レ
イ
に
ま
と
め
ら
れ
た

ノ
ー
ト
で
、
見
返
す
と
き
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
２
９
０
円

～
３
３
０
円
。

　
ツ
ー
ル
ペ
ン
ケ
ー
ス「
ピ
ー
プ
」

（
７
月
発
売
）

　
使
い
勝
手
だ
け
で
は
な
く
見
た

目
に
も
こ
だ
わ
っ
て
集
め
た
〝
ス

タ
メ
ン
文
具
〟
を
お
し
ゃ
れ
に

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
き
る
ペ
ン
ケ
ー

ス
。
こ
ま
ご
ま
し
た
物
を
隠
し
な

が
ら
整
理
で
き
る
イ
ン
ナ
ー
ケ
ー

ス
付
き
で
、
使
い
た
い
と
き
に
、

使
い
た
い
文
具
に
サ
ッ
と
ア
ク
セ

ス
で
き
る
。
１
５
０
０
円
。

　
キ
ッ
カ
ケ
ポ
イ
ン
ト
＝
小
物
ポ

ケ
ッ
ト
つ
き
の
イ
ン
ナ
ー
ケ
ー
ス

で
、
こ
ま
ご
ま
し
た
も
の
を
整
と

ん
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に
。
モ
チ
ベ
Ｕ

Ｐ
ポ
イ
ン
ト
＝
お
し
ゃ
れ
に
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
お
気
に
入
り
の

文
具
を
眺
め
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
。

　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
の
第
２
８

６
回
歩
こ
う
会
は
、
６
月
30
日
に

恒
例
と
な
っ
た
桑
名
の「
日
の
出
」

で
開
催
、
旬
の
蛤
を
賞
味
し
た
。

　
当
日
は
16
人
が
参
加
し
、近
鉄
・

桑
名
駅
に
集
合
。

「
日
の
出
」
で
は
、

同
店
自
慢
の
蛤
鍋

を
賞
味
し
た
が
、

会
食
に
先
立
っ
て

初
参
加
の
特
別
会

員
４
氏
を
紹
介
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹

介
の
後
、
黒
田
会

長
は
「
４
月
29
日

に
春
の
叙
勲
の
伝

達
が
あ
り
、
父
の

暲
之
助
名
誉
会
長

が
受
章
し
た
同
ラ

ン
ク
の
旭
日
中
綬

章
を
授
か
っ
た
。
た
だ
皇
居
に
参

内
し
て
天
皇
陛
下
か
ら
お
言
葉
を

い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

だ
っ
た
」
と
受
章
を
喜
び
、
支
援

に
感
謝
し
た
。

　
ま
た
、
寺
村
聖
一
専
務
理
事
が

今
年
度
の
歩
こ
う
会
を
年
４
回
程

度
予
定
し
た
い
…
と
伝
え
た
。
こ

の
後
、
黒
田
会
長
が
「
日
の
出
は

先
代
の
暲
之
助
名
誉
会
長
か
ら
の

縁
。
特
別
会
員
の
参
加
も
得
て
こ

の
時
期
に
毎
年
日
の
出
で
開
催
し

て
い
る
。
旬
の
蛤
料
理
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
乾
杯
挨
拶
し
て
会

食
し
、
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
蛤

鍋
を
楽
し
ん
だ
。

　
ハ
ー
ト
株
式
会
社
は
、
６
月
26

日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
並
び
に

取
締
役
会
で
、
次
の
よ
う
に
役
員

を
選
出
し
た
。

　
代
表
取
締
役
会
長
　
田
中
正
佑

　
代
表
取
締
役
社
長
　
田
中
嗣
人

　
専
務
取
締
役
　
竹
國
迪

　
常
務
取
締
役
　
中
嶋
稔
（
財
務

兼
情
報
部
門
担
当
）

　
取
締
役
　
吉
岡
豊
（
新
任
）、

矢
内
芳
明
（
営
業
本
部
長
）、
田

中
友
二
、
田
中
富
子
（
非
常
勤
）

　
執
行
役
員
　
荒
川
正
幸
（
営
業

副
本
部
長
）、
武
田
康
弘
（
総
務

部
長
）、
森
克
典
（
情
報
シ
ス
テ

ム
部
長
兼
経
理
担
当
）

　
監
査
役
　
松
永
行
雄
、
相
間
宏

章　
ハ
ー
ト
封
筒
株
式
会
社
は
、
６

月
26
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
並

び
に
役
員
会
で
、
次
の
よ
う
に
役

員
を
選
任
し
た
。

　
代
表
取
締
役
会
長
　
田
中
友
二

　
代
表
取
締
役
社
長
　
田
中
嗣
人

　
常
務
取
締
役
　
吉
岡
豊
（
生
産

本
部
長
）

　
取
締
役
　
岡
本
克
己
（
生
産
副

本
部
長
兼
品
質
部
部
長
）、
田
中

正
佑
、
竹
國
迪
、
中
嶋
稔

　
執
行
役
員
　
田
中
祥
司
（
生
産

副
本
部
長
兼
大
阪
工
場
長
）

　
監
査
役
　
松
永
行
雄
、
相
間
靖

三

ＳＤＧｓ持続可能

な開発目標を支援
西川　雅夫

コクヨ

ハ
ー
ト
役
員

ハ
ー
ト
封
筒
役
員

旬
の
蛤
を
賞
味

第
２
８
６
回
歩
こ
う
会

ハマグリ鍋を楽しんだ歩こう会参加者

文
具
で
サ
ポ
ー
ト

中
学
生

高
校
生学

び
の
キ
ッ
カ
ケ
作
る
最
新
文
具「キッカケ」と「モチベーション」に注目


